
V,研 修 ・出張報告

1.第50回 東海 ・近畿地域 附属農場協議会 志水恒介

開催期 日=平 成21年7月30日 ～7月31日

開催場所:三 重大学

1)会 議内容

(1)協 議事項

(1)第H期 中期計画策定に伴 う付帯施設農場の取 り組み について

文科省では第II期 中期 計画 に伴 う付 帯施設の運用について,大 学 間の連携,国 公私立大学 を通 じ

た共 同利用 ・共同研究の推進 とい う方向性が示 されいる ことか ら,各 大学で も取 り組みや方向にっい

て協議が もたれた.

(2)平 成22年 度地域幹事の選 出にっいて,平 成22年 度は岐阜大学が全国農場協議会 の幹事のため名城

大学 に決定 した.近 畿大学 は平成24年 度の幹事予定 となった.

(3)技 術等発表会(技 術集録)は 地域幹事が請け負い,取 りま とめることになった.

(4)附 属農場の地域社会 との連携実態について

各大学 においてどのよ うな活動 を行 っているかにつ いてのアンケー ト結果が発表 された.

2)技 術等発表講演 会

「有色米 の品種保 存 と利用 に関す る教育研 究お よび地域へ の貢献」(大 阪府 立大学),「 ニホンナ シに

おけ る溶液受粉法の検討」(京 都府立大学),「 礫耕栽培 にお ける製鋼 スラグの礫代替物 と しての利用

可能性」(三 重大学)が 各担 当者か ら発表 された.

3)現 地見学

(1)紀 伊 ・黒潮生命地域 フィール ドサイエ ンスセ ンター 見学

三重大学上浜キャンパス よ り約9.5km離 れた津市高野尾町に位

置 し,水 田,畑,果 樹 園,ガ ラス室,茶 園,畜 舎,農 産加 工室

な どか らなる総合農場で,35haの 面積 を占めてい る.大 学 か ら

も比較的近 く,農 業生産 に関す る多様 な実習研 究を行 うととも

に,教 員お よび学生の研究の場 と して活用 されている.

場内には間伐材 を利用 した施設 もい くつか見受け られた.

(2)伊 勢い も農家見学

多気町の伊勢い も栽培ほ場 を見学 した.

(3)酒 蔵 河武醸造(株)見 学

三重大学 で収穫 した有色米 を用いたオ リジナル 日本酒作 りに

ついて説明を受 けた.
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(4)昼 食 「まこのみせ」

相可高校食物調理科 の生徒が運営 している 「まこのみせ 」で昼食兼視察 とな った.こ の施設は仕入

れ,調 理,サ ー ビスなどを全て生徒 自身で行い,TVな どでも取 り上げ られ,全 国か ら見学者 が絶 えず,

地元で も大人気のお店 となっている.今 回は先に見学 した伊勢い ものとろろも食べ ることができた.

とて も粘 りが強 く,い もの味が濃い とろろだった.生 産だけでな く,加 工や販売について地元や地域

の特色 を取 り入れ,工 夫する ことの重要性 を改めて実感 した視察 となった.



2,平 成21年 度全国大学附属農場協議会秋季全国協議会 文室政彦

開催期 日:平 成21年9月10日 ～11日

開催場所:ホ テルメ トロポ リタン盛岡(担 当=岩 手大学)

1)会 議内容

(1)協 議 ・報告事項

協議事項の 「実習教育の質保証 と農場の管理 ・運営に関わる経費,人 員 について」では,国 立大学

の予算等について協議 され た.

承合事項 として,九 州大学 がと りまとめた大学関連の景気浮揚政策 による施設整備等について説明

され た.

(2)平 成21年 度全 国大学農場技術賞 ・教育賞表彰式お よび発表会

「大学農場技術 賞」 は茨城 大学高田圭太氏ほか4名 の農場技術職 員に贈呈 され,各 受賞者か ら受賞

講演 が行われた.「 大学農場教育賞」は千葉大学北条雅章氏が受賞 され た.

2)特 別講演

「盛岡高等農林学校創 立か ら受 け継がれ てきた知的財産」で岩 手大学名誉教授若尾紀夫氏が講演 さ

れたが,興 味深い内容であった.

3)教 育研 究集会シンポジウム

「岩手大学農学部 にお ける食農教育の実践」 の演題 で農学部准教授佐川亨氏,「 農場実習か ら学ん

だ もの」の演題で,農 学部3年 生の学生2名 が農場実習の内容 と感想 を発表 した.各 自,思 い思いの課

題 を持 ち,意 欲的 に取 り組 んだ様子 がわか り,今 後 の農場

実習の進め方に参考 になった.

4)現 地視察

岩手大学農学部附属滝沢農場,花 巻農産施設 「だあす こ」,

花巻市 の雑穀畑 を視察 した.附 属農場で は,ほ 場が火 山灰

土のために,燐 酸施 用量が通常の2～3倍 高い.品 種 は 「ひ

とめぼれ」が 中心であ り,「 コシ ヒカ リ」や 「ササニシキ」

な どは気候的に適 さない とい うことであった.収 量は通常の

移植 栽培 で10a当 た り590kgと 多 く,技 術力が高い と感 じられた.岩 手県は雑穀の生産量が全国の8割

を占め,県 をあげて取 り組んでいる.花 巻市の現地では農 業改 良普及セ ンター普及指導員の案内で ヒ

エの集 団栽培 ほ場 を見学 したが,収 量は10a当 た り200kg程 度,農 家の収入はkg当 た り300円 程度で,

国か らの産地作 り交付金な どもの支援 もあ り,水 稲作 に見合 う収益が得 られ るとのことであった.ヒ

エは登録農薬 がなく,病 害虫が発生 して も対処で きない.ま た,除 草は機械除草を行 っているが,株

間の草はとれ ないので雑草被害が多い.基 本的 に連作 はせず に,ヒ エの後は水稲に戻 され る.雑 穀 の

栽培は集落営農 による取 り組みが中心 との ことであ り,機 械化栽培体系が確率 され ている.

3.外 食 ・中食 設 備機 器 フ ェア2009友 廣教 道

開催 期 日:平 成21年9月9日 ～11日

開催 場所:イ ンテ ックス大 阪

出 展 内 容:『 外 食 ・中食 設備 機 器 フ ェ ア2009』 が2009年9月9日 ～11日 の3日 間,イ ンテ ック ス大

阪 に お い て開催 され た,湯 浅農 場 で生 産 して い るマ ン ゴー(`ア ー ウィ ン',`愛 紅'),ド ラ ゴン フル


